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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）におけるアップリンクデータを送信する方法であって、前記方
法は、リポートｓｔａｔｉｏｎ（ＳＴＡ）によって実行され、
　トリガフレームをアクセスポイント（ＡＰ）から受信することであって、前記トリガフ
レームは、ｕｐｌｉｎｋ　ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ（ＵＬ　ＭＵ）送信をトリガし、前記リ
ポートＳＴＡのバッファ状態リポートのために用いられる非専用周波数リソースを示す、
ことと、
　前記トリガフレームに応答して、前記リポートＳＴＡのバッファ状態リポートフレーム
を、前記リポートＳＴＡによって実行されるバックオフ手順を介して前記非専用周波数リ
ソースのうちの少なくとも１つの上で前記ＡＰに送信するかどうかを決定することであっ
て、前記リポートＳＴＡのバックオフカウントが所定の閾値以下である場合、前記バッフ
ァ状態リポートフレームは、前記ＡＰに送信されるよう決定される、ことと、
　前記バッファ状態リポートフレームを前記ＡＰに送信することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記非専用周波数リソースは、周波数リソース単位であり、前記ＡＰによって特定のリ
ポートＳＴＡに排他的に割り当てられておらず、前記バックオフ手順を実行する場合、前
記非専用周波数リソースのうちの少なくとも１つが、前記リポートＳＴＡによってランダ
ムに選択される、請求項１に記載された方法。
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【請求項３】
　前記バッファ状態リポートフレームを送信した後、前記ＵＬ　ＭＵ送信をトリガする追
加のトリガフレームを前記ＡＰから受信することであって、前記追加のトリガフレームは
、前記リポートＳＴＡの前記バッファ状態リポートフレームに基づいて前記ＡＰによって
構成されている、ことと、
　前記追加のトリガフレームによって示される個々のアップリンク無線リソース上で重な
った時間リソースの間、アップリンクデータを前記ＡＰに送信することであって、前記重
なった時間リソースは、前記ＵＬ　ＭＵ送信に関連付けられた複数のＳＴＡによって共通
に用いられる、ことと
　をさらに含む、請求項１に記載された方法。
【請求項４】
　前記追加のトリガフレームは、前記ＵＬ　ＭＵ送信、前記ＵＬ　ＭＵ送信のために用い
られるアップリンク無線リソース、および前記ＵＬ　ＭＵ送信のために用いられる時空間
ストリームに関連付けられた複数のＳＴＡの結合ＩＤ（ＡＩＤ）を示す、請求項３に記載
された方法。
【請求項５】
　前記バッファ状態リポートフレームは、ペンディングとなっているアップリンクデータ
のサイズと、前記ペンディングとなっているアップリンクデータのアクセスカテゴリとを
含む、バッファ状態情報を示す、請求項１に記載された方法。
【請求項６】
　前記リポートＳＴＡのバックオフカウントを決定するために用いられる閾値を示すビー
コンメッセージを前記ＡＰから受信することをさらに含む、請求項１に記載された方法。
【請求項７】
　無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）における無線ｓｔａｔｉｏｎ（ＳＴＡ）であって、
　無線信号を送信または受信するように構成されたｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｕ
ｎｉｔ（ＲＦ部）と、
　前記ＲＦ部に動作可能に結合されたプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、
　トリガフレームをアクセスポイント（ＡＰ）から受信することであって、前記トリガフ
レームは、ｕｐｌｉｎｋ　ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ（ＵＬ　ＭＵ）送信をトリガし、リポー
トＳＴＡのバッファ状態リポートのために用いられる非専用周波数リソースを示す、こと
と、
　前記トリガフレームに応答して、前記リポートＳＴＡのバッファ状態リポートフレーム
を、前記リポートＳＴＡによって実行されるバックオフ手順を介して前記非専用周波数リ
ソースのうちの少なくとも１つの上で前記ＡＰに送信するかどうかを決定することであっ
て、前記リポートＳＴＡのバックオフカウントが所定の閾値以下である場合、前記バッフ
ァ状態リポートフレームは、前記ＡＰに送信されるよう決定される、ことと、
　前記バッファ状態リポートフレームを前記ＡＰに送信することと
　を行うように構成される、無線ＳＴＡ。
【請求項８】
　前記非専用周波数リソースは、特定のリポートＳＴＡに専用ではない周波数リソース単
位であり、、前記バックオフ手順を実行する場合、前記非専用周波数リソースのうちの少
なくとも１つが、前記リポートＳＴＡによってランダムに選択される、請求項７に記載さ
れた無線ＳＴＡ。
【請求項９】
　前記プロセッサは、
　前記バッファ状態リポートフレームを送信した後、前記ＵＬ　ＭＵ送信をトリガする追
加のトリガフレームを前記ＡＰから受信することであって、前記追加のトリガフレームは
、前記リポートＳＴＡの前記バッファ状態リポートフレームに基づいて前記ＡＰによって
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構成されている、ことと、
　前記追加のトリガフレームによって示される個々のアップリンク無線リソース上で重な
った時間リソース上で、アップリンクデータを前記ＡＰに送信することであって、前記重
なった時間リソースは、前記ＵＬ　ＭＵ送信に関連付けられた複数のＳＴＡによって共通
に用いられる、ことと
　を行うようにさらに構成される、請求項７に記載された無線ＳＴＡ。
【請求項１０】
　前記追加のトリガフレームは、前記ＵＬ　ＭＵ送信、前記ＵＬ　ＭＵ送信のために用い
られるアップリンク無線リソース、および前記ＵＬ　ＭＵ送信のために用いられる時空間
ストリームに関連付けられた複数のＳＴＡの結合ＩＤ（ＡＩＤ）を示す、請求項９に記載
された無線ＳＴＡ。
【請求項１１】
　前記バッファ状態リポートフレームは、ペンディングとなっているアップリンクデータ
のサイズと、前記ペンディングとなっているアップリンクデータのアクセスカテゴリとを
含む、バッファ状態情報を示す、請求項７に記載された無線ＳＴＡ。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記リポートＳＴＡのバックオフカウントを決定するために用いら
れる閾値を示すビーコンメッセージを受信するようにさらに構成される、請求項７に記載
された無線ＳＴＡ。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線ＬＡＮにおけるアップリンクデータを
トリガする方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次世代ＷＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）のため
の議論が進行している。次世代ＷＬＡＮでは、１）２．４ＧＨｚ及び５ＧＨｚ帯域でＩＥ
ＥＥ（ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ａｎｄ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃｓ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１ＰＨＹ（ｐｈｙｓｉｃａｌ）階層とＭＡＣ（ｍ
ｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）階層の向上、２）スペクトラム効率性（ｓ
ｐｅｃｔｒｕｍ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）と領域スループット（ａｒｅａ　ｔｈｒｏｕｇ
ｈｐｕｔ）を高めること、３）干渉ソースが存在する環境、密集した異種ネットワーク（
ｈｅｔｅｒｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）環境及び高いユーザ負荷が存在する環境
のような実際室内環境及び室外環境で性能を向上させることを目標とする。
【０００３】
　次世代ＷＬＡＮで主に考慮される環境は、ＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）とＳＴＡ
（ｓｔａｔｉｏｎ）が多い密集環境であり、このような密集環境でスペクトラム効率（ｓ
ｐｅｃｔｒｕｍ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）と空間スループット（ａｒｅａ　ｔｈｒｏｕｇ
ｈｐｕｔ）に対する改善が論議される。また、次世代ＷＬＡＮでは室内環境だけでなく、
既存ＷＬＡＮであまり考慮されていなかった室外環境での実質的な性能改善に関心を有す
る。
【０００４】
　具体的に、次世代ＷＬＡＮでは無線オフィス（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｏｆｆｉｃｅ）、ス
マートホーム（ｓｍａｒｔ　ｈｏｍｅ）、スタジアム（Ｓｔａｄｉｕｍ）、ホットスポッ
ト（Ｈｏｔｓｐｏｔ）、ビル／アパート（ｂｕｉｌｄｉｎｇ／ａｐａｒｔｍｅｎｔ）のよ
うなシナリオに関心が大きくて、該当シナリオに基づいてＡＰとＳＴＡが多い密集環境で
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のシステム性能向上に対する議論が進行している。
【０００５】
　また、次世代ＷＬＡＮでは一つのＢＳＳ（ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）での
単一リンク性能向上よりは、ＯＢＳＳ（ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　ｓｅｔ）環境でのシステム性能向上及び室外環境性能改善、そしてセルラーオフ
ローディングなどに対する議論が活発になると予想される。このような次世代ＷＬＡＮの
方向性は、次世代ＷＬＡＮが益々移動通信と類似の技術範囲を有するようになることを意
味する。最近、スモールセル及びＤ２Ｄ（Ｄｉｒｅｃｔ－ｔｏ－Ｄｉｒｅｃｔ）通信領域
で移動通信とＷＬＡＮ技術が共に論議されている状況を考慮してみる時、次世代ＷＬＡＮ
と移動通信の技術的及び事業的な融合は、一層活発になると予測される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、無線ＬＡＮにおいて、アップリンクデータをトリガする方法を提供す
ることにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は、無線ＬＡＮにおいて、アップリンクデータをトリガする方法を実
行する装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した本発明の目的を達成するための本発明の一側面による、無線ＬＡＮにおけるア
ップリンクデータ受信方法は、ＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）が任意接続用トリガフ
レームを送信するステップと、前記ＡＰが前記任意接続用トリガフレームに基づいて設定
された任意接続ＴＸＯＰ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）上で少
なくとも一つのＳＴＡから少なくとも一つのバッファ状態リポートフレームを受信するス
テップと、を含み、前記任意接続ＴＸＯＰは、複数の非特定ＳＴＡの各々のバッファ状態
リポートフレームの送信のためのチャネルアクセスの試行のために割り当てられ、前記少
なくとも一つのＳＴＡの各々は、前記複数の非特定ＳＴＡのうち前記チャネルアクセスを
成功したＳＴＡである。
【０００９】
　前述した本発明の目的を達成するための本発明の他の側面による、無線ＬＡＮにおける
アップリンクデータを受信するＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）は、無線信号を送信ま
たは受信するために具現されるＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部と、前記ＲＦ
部と動作可能なように（ｏｐｅｒａｔｉｖｅｌｙ）連結されたプロセッサと、を含み、前
記プロセッサは、任意接続用トリガフレームを送信し、前記任意接続用トリガフレームに
基づいて設定された任意接続ＴＸＯＰ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉ
ｔｙ）上で少なくとも一つのＳＴＡから少なくとも一つのバッファ状態リポートフレーム
を受信するように具現され、前記任意接続ＴＸＯＰは、複数の非特定ＳＴＡの各々のバッ
ファ状態リポートフレームの送信のためのチャネルアクセスの試行のために割り当てられ
、前記少なくとも一つのＳＴＡの各々は、前記複数の非特定ＳＴＡのうち前記チャネルア
クセスを成功したＳＴＡである。
例えば、本願発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　無線ＬＡＮにおけるアップリンクデータ受信方法は、
　ＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）が任意接続用トリガフレームを送信するステップ；
及び、
　前記ＡＰが前記任意接続用トリガフレームに基づいて設定された任意接続ＴＸＯＰ（ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）上で少なくとも一つのＳＴＡから少
なくとも一つのバッファ状態リポートフレームを受信するステップ；を含み、
　前記任意接続ＴＸＯＰは、複数の非特定ＳＴＡの各々のバッファ状態リポートフレーム
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の送信のためのチャネルアクセスの試行のために割り当てられ、
　前記少なくとも一つのＳＴＡの各々は、前記複数の非特定ＳＴＡのうち前記チャネルア
クセスを成功したＳＴＡであることを特徴とする方法。
（項目２）
　前記ＡＰが前記任意接続ＴＸＯＰに対する設定情報を送信するステップをさらに含み、
　前記設定情報は、前記任意接続ＴＸＯＰのために割り当てられた時間リソース及び周波
数リソースに対する情報を含むことを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記ＡＰが前記少なくとも一つのＳＴＡを含む複数のターゲットＳＴＡにＵＬ　ＭＵ（
ｕｐｌｉｎｋ　ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ）トリガフレームを送信するステップ；及び、
　前記ＡＰが前記複数のターゲットＳＴＡの各々からＵＬ　ＭＵ送信に基づいて重なった
時間リソース上でアップリンクデータを受信するステップ；をさらに含むことを特徴とす
る項目１に記載の方法。
（項目４）
　前記ＡＰがＢＳＳ（ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）負荷状態を考慮して前記Ｕ
Ｌ　ＭＵ送信の活性化可否を決定するステップ；及び、
　前記ＡＰが前記ＵＬ　ＭＵ送信の活性化可否に対する情報を送信するステップ；をさら
に含むことを特徴とする項目３に記載の方法。
（項目５）
　前記少なくとも一つのＳＴＡは、前記任意接続ＴＸＯＰのために割り当てられた周波数
リソース単位の個数に対する情報を考慮して前記割り当てられた周波数リソース単位のバ
ックオフ手順に基づいて決定されることを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記チャネルアクセスは、前記バッファ状態リポートフレーム送信のためのバックオフ
手順のために別途に定義された任意接続専用バックオフパラメータに基づいて実行される
ことを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目７）
　前記任意接続専用バックオフパラメータは、任意接続のためのコンテンションウィンド
ウに対する情報を含み、
　前記チャネルアクセスは、前記任意接続のための前記コンテンションウィンドウ内で選
択されたバックオフカウントに基づいて実行されることを特徴とする項目６に記載の方法
。
（項目８）
　無線ＬＡＮにおけるアップリンクデータを受信するＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）
において、前記ＡＰは、
　無線信号を送信または受信するために具現されるＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ）部；及び、
　前記ＲＦ部と動作可能なように（ｏｐｅｒａｔｉｖｅｌｙ）連結されたプロセッサ；を
含み、
　前記プロセッサは、任意接続用トリガフレームを送信し、
　前記任意接続用トリガフレームに基づいて設定された任意接続ＴＸＯＰ（ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）上で少なくとも一つのＳＴＡから少なくとも一
つのバッファ状態リポートフレームを受信するように具現され、
　前記任意接続ＴＸＯＰは、複数の非特定ＳＴＡの各々のバッファ状態リポートフレーム
の送信のためのチャネルアクセスの試行のために割り当てられ、
　前記少なくとも一つのＳＴＡの各々は、前記複数の非特定ＳＴＡのうち前記チャネルア
クセスを成功したＳＴＡであることを特徴とするＡＰ。
（項目９）
　前記プロセッサが前記任意接続ＴＸＯＰに対する設定情報を送信するように具現され、
　前記設定情報は、前記任意接続ＴＸＯＰのために割り当てられた時間リソース及び周波
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数リソースに対する情報を含むことを特徴とする項目８に記載のＡＰ。
（項目１０）
　前記プロセッサが前記少なくとも一つのＳＴＡを含む複数のターゲットＳＴＡにＵＬ　
ＭＵ（ｕｐｌｉｎｋ　ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ）トリガフレームを送信し、
　前記複数のターゲットＳＴＡの各々からＵＬ　ＭＵ送信に基づいて重なった時間リソー
ス上でアップリンクデータを受信するように具現されることを特徴とする項目８に記載の
ＡＰ。
（項目１１）
　前記プロセッサがＢＳＳ（ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）負荷状態を考慮して
前記ＵＬ　ＭＵ送信の活性化可否を決定し、
　前記ＵＬ　ＭＵ送信の活性化可否に対する情報を送信するように具現されることを特徴
とする項目１０に記載のＡＰ。
（項目１２）
　前記少なくとも一つのＳＴＡは、前記任意接続ＴＸＯＰのために割り当てられた周波数
リソース単位の個数に対する情報を考慮して前記割り当てられた周波数リソース単位のバ
ックオフ手順に基づいて決定されることを特徴とする項目８に記載のＡＰ。
（項目１３）
　前記チャネルアクセスは、前記バッファ状態リポートフレーム送信のためのバックオフ
手順のために別途に定義された任意接続専用バックオフパラメータに基づいて実行される
ことを特徴とする項目８に記載のＡＰ。
（項目１４）
　前記任意接続専用バックオフパラメータは、任意接続のためのコンテンションウィンド
ウに対する情報を含み、
　前記チャネルアクセスは、前記任意接続のための前記コンテンションウィンドウ内で選
択されたバックオフカウントに基づいて実行されることを特徴とする項目１３に記載のＡ
Ｐ。
【発明の効果】
【００１０】
　ＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）のアップリンクデータのトリガに基づいてＵＬ（ｕ
ｐｌｉｎｋ）ＭＵ（ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ）送信がサポートされることができる。したが
って、無線ＬＡＮの効率性及び処理量が向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】無線ＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ、ＷＬ
ＡＮ）の構造を示す概念図である。
【図２】無線ＬＡＮにおけるスキャニング方法を示す概念図である。
【図３】ＡＰとＳＴＡのスキャニング手順以後に実行される認証手順及び結合手順を示す
概念図である。
【図４】本発明の実施例に係るＵＬ　ＭＵ送信方法を示す概念図である。
【図５】本発明の実施例に係るＵＬ　ＭＵ送信手順を示す概念図である。
【図６】本発明の実施例に係るバッファ状態リポートＳＴＡ決定情報を示す概念図である
。
【図７】本発明の実施例に係るＳＴＡのバッファ状態リポートフレームをトリガする方法
を示す概念図である。
【図８】本発明の実施例に係るＳＴＡのバッファ状態リポートフレームをトリガする方法
を示す概念図である。
【図９】本発明の実施例に係るＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵフォーマットを示す概念図である。
【図１０】本発明の実施例に係るＵＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵの送信を示す概念図である。
【図１１】本発明の実施例が適用されることができる無線装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　図１は、無線ＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ、Ｗ
ＬＡＮ）の構造を示す概念図である。
【００１３】
　図１の上段は、ＩＥＥＥ（ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ
　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１のインフラストラクチャＢ
ＳＳ（ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）の構造を示す。
【００１４】
　図１の上段を参照すると、無線ＬＡＮシステムは、一つまたはそれ以上のインフラスト
ラクチャＢＳＳ１００、１０５（以下、ＢＳＳ）を含むことができる。ＢＳＳ１００、１
０５は、成功的に同期化されて互いに通信できるＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）１２
５及びＳＴＡ１（Ｓｔａｔｉｏｎ）１００－１のようなＡＰとＳＴＡのセットであり、特
定領域を示す概念ではない。ＢＳＳ１０５は、一つのＡＰ１３０に一つ以上の結合可能な
ＳＴＡ１０５－１、１０５－２を含むこともできる。
【００１５】
　ＢＳＳは、少なくとも一つのＳＴＡ、分散サービス（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）を提供するＡＰ１２５、１３０及び複数のＡＰを連結させる分散システム（
Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ、ＤＳ）１１０を含むことができる。
【００１６】
　分散システム１１０は、複数のＢＳＳ１００、１０５を連結して拡張されたサービスセ
ットであるＥＳＳ（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）１４０を具現すること
ができる。ＥＳＳ１４０は、一つまたは複数個のＡＰ１２５、２３０が分散システム１１
０を介して連結されて構成された一つのネットワークを指示する用語として使われること
ができる。一つのＥＳＳ１４０に含まれるＡＰは、同じＳＳＩＤ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅ
ｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を有することができる。
【００１７】
　ポータル（ｐｏｒｔａｌ）１２０は、無線ＬＡＮネットワーク（ＩＥＥＥ８０２．１１
）と他のネットワーク（例えば、８０２．Ｘ）との連結を実行するブリッジ役割を遂行す
ることができる。
【００１８】
　図１の上段のようなＢＳＳでは、ＡＰ１２５、１３０間のネットワーク及びＡＰ１２５
、１３０とＳＴＡ１００－１、１０５－１、１０５－２との間のネットワークが具現され
ることができる。しかし、ＡＰ１２５、１３０無しでＳＴＡ間でもネットワークを設定し
て通信を実行することも可能である。ＡＰ１２５、１３０無しでＳＴＡ間でもネットワー
クを設定して通信を実行するネットワークをアドホックネットワーク（Ａｄ－Ｈｏｃ　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ）または独立ＢＳＳ（ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃ
ｅ　ｓｅｔ、ＩＢＳＳ）と定義する。
【００１９】
　図１の下段は、ＩＢＳＳを示す概念図である。
【００２０】
　図１の下段を参照すると、ＩＢＳＳは、アドホックモードで動作するＢＳＳである。Ｉ
ＢＳＳは、ＡＰを含まないため、中央で管理機能を遂行するエンティティ（ｃｅｎｔｒａ
ｌｉｚｅｄ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）がない。即ち、ＩＢＳＳにおいて、
ＳＴＡ１５０－１、１５０－２、１５０－３、１５５－４、１５５－５は、分散された方
式（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｍａｎｎｅｒ）に管理される。ＩＢＳＳにおいて、全ての
ＳＴＡ１５０－１、１５０－２、１５０－３、１５５－４、１５５－５は、移動ＳＴＡか
らなることができ、分散システムへの接続が許容されなくて自己完備的ネットワーク（ｓ
ｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を構築する。
【００２１】
　ＳＴＡは、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅ
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ｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１標準の規定に従う媒体接続制
御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、ＭＡＣ）と無線媒体に対する物理階
層（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ）インターフェースを含む任意の機能媒体であり、広
義では、ＡＰと非ＡＰ　ＳＴＡ（Ｎｏｎ－ＡＰ　Ｓｔａｔｉｏｎ）を両方とも含む意味と
して使われることができる。
【００２２】
　ＳＴＡは、移動端末（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、無線送受信ユニット（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅ
ｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ；ＷＴＲＵ）、ユーザ装備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ
）、移動局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＭＳ）、モバイル加入者ユニット（Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｕｎｉｔ）または単純にユーザ（ｕｓｅｒ）などの多様
な名称で呼ばれることもある。
【００２３】
　以下、本実施例では、ＡＰからＳＴＡへ送信されるデータ（または、フレーム）はダウ
ンリンクデータ（または、ダウンリンクフレーム）、ＳＴＡからＡＰへ送信されるデータ
（または、フレーム）はアップリンクデータ（または、アップリンクフレーム）という用
語で表現されることができる。また、ＡＰからＳＴＡへの送信はダウンリンク送信、ＳＴ
ＡからＡＰへの送信はアップリンク送信という用語で表現できる。
【００２４】
　また、ダウンリンク送信を介して送信されるＰＰＤＵ（ＰＨＹ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄ
ａｔａ　ｕｎｉｔ）、フレーム及びデータの各々は、ダウンリンクＰＰＤＵ、ダウンリン
クフレーム及びダウンリンクデータという用語で表現されることができる。ＰＰＤＵは、
ＰＰＤＵヘッダとＰＳＤＵ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ
　ｕｎｉｔ）（または、ＭＰＤＵ（ＭＡＣ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ））
を含むデータ単位である。ＰＰＤＵヘッダは、ＰＨＹヘッダとＰＨＹプリアンブルを含む
ことができ、ＰＳＤＵ（または、ＭＰＤＵ）は、フレーム（または、ＭＡＣ階層の情報単
位）を含み、またはフレームを指示するデータ単位である。ＰＨＹヘッダは、他の用語と
して、ＰＬＣＰ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ）ヘッダで表現され、ＰＨＹプリアンブルは、他の用語として、ＰＬＣＰプリアン
ブルで表現されることもできる。
【００２５】
　また、アップリンク送信を介して送信されるＰＰＤＵ、フレーム及びデータの各々は、
アップリンクＰＰＤＵ、アップリンクフレーム及びアップリンクデータという用語で表現
されることができる。
【００２６】
　既存の無線ＬＡＮシステムでは、ＳＵ（ｓｉｎｇｌｅ）－ＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎ
ａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）送信に基づ
いて全体帯域幅が一つのＳＴＡへのダウンリンク送信及び一つのＳＴＡのアップリンク送
信のために使われた。また、既存の無線ＬＡＮシステムにおいて、ＡＰは、ＭＵ　ＭＩＭ
Ｏ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）に基づいてＤＬ
（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）ＭＵ（ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ）送信を実行することができ、このよ
うな送信は、ＤＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信という用語で表現されることができる。
【００２７】
　本実施例に係る無線ＬＡＮシステムでは、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）ベースの送信方法
がアップリンク送信及びダウンリンク送信のためにサポートされることができる。具体的
に、本実施例に係る無線ＬＡＮシステムにおいて、ＡＰがＯＦＤＭＡに基づいてＤＬ　Ｍ
Ｕ送信を実行することができ、このような送信は、ＤＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信という用
語で表現されることができる。ＤＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信が実行される場合、ＡＰは、
重なった時間リソース上で複数の周波数リソースの各々を介して複数のＳＴＡの各々にダ
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ウンリンクデータ（または、ダウンリンクフレーム、ダウンリンクＰＰＤＵ）を送信する
ことができる。複数の周波数リソースは、複数のサブバンド（または、サブチャネル）ま
たは複数のＲＵ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ）（例えば、ＢＴＵ（ｂａｓｉｃ　ｔｏｎ
ｅ　ｕｎｉｔ）、ＳＴＵ（ｓｍａｌｌ　ｔｏｎｅ　ｕｎｉｔ））である。ＤＬ　ＭＵ　Ｏ
ＦＤＭＡ送信は、ＤＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信と共に使われることができる。例えば、ＤＬ
　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信のために割り当てられた特定サブバンド（または、サブチャネル
）上で複数の時空間ストリーム（ｓｐａｃｅ－ｔｉｍｅ　ｓｔｒｅａｍ）（または、空間
的ストリーム（ｓｐａｔｉａｌ　ｓｔｒｅａｍ））に基づいているＤＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ
送信が実行されることができる。
【００２８】
　また、本実施例に係る無線ＬＡＮシステムでは、複数のＳＴＡが同じ時間リソース上で
ＡＰにデータを送信するＵＬ　ＭＵ送信（ｕｐｌｉｎｋ　ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ　ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）がサポートされることができる。複数のＳＴＡの各々による重なっ
た時間リソース上でのアップリンク送信は、周波数ドメインまたは空間ドメイン（ｓｐａ
ｔｉａｌ　ｄｏｍａｉｎ）上で実行されることができる。
【００２９】
　複数のＳＴＡの各々によるアップリンク送信が周波数ドメイン上で実行される場合、Ｏ
ＦＤＭＡに基づいて複数のＳＴＡの各々に対して互いに異なる周波数リソースがアップリ
ンク送信リソースに割り当てられることができる。互いに異なる周波数リソースは、互い
に異なるサブバンド（または、サブチャネル）または互いに異なるＲＵ（ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　ｕｎｉｔ）（例えば、ＢＴＵ（ｂａｓｉｃ　ｔｏｎｅ　ｕｎｉｔ）、ＳＴＵ（ｓｍａ
ｌｌ　ｔｏｎｅ　ｕｎｉｔ））である。複数のＳＴＡの各々は、割り当てられた互いに異
なる周波数リソースを介してＡＰにアップリンクデータを送信することができる。このよ
うな互いに異なる周波数リソースを介した送信方法は、ＵＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信方法
という用語で表現されることもできる。
【００３０】
　複数のＳＴＡの各々によるアップリンク送信が空間ドメイン上で実行される場合、複数
のＳＴＡの各々に対して互いに異なる時空間ストリーム（または、空間的ストリーム）が
割り当てられ、複数のＳＴＡの各々が互いに異なる時空間ストリームを介してアップリン
クデータをＡＰに送信することができる。このような互いに異なる空間的ストリームを介
した送信方法は、ＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信方法という用語で表現されることもできる。
【００３１】
　ＵＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信とＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信は共に実行されることができ
る。例えば、ＵＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信のために割り当てられた特定サブバンド（また
は、サブチャネル）上で複数の時空間ストリーム（または、空間的ストリーム）に基づい
ているＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信が実行されることができる。
【００３２】
　このようなＵＬ　ＭＵ送信は、ＡＰによるトリガにより実行されることができる。ＡＰ
は、複数のＳＴＡのＵＬ　ＭＵ送信をトリガするために結合されたＳＴＡにペンディング
となっている（または、バッファされた）アップリンクデータに対する情報をあらかじめ
取得する必要がある。また、ＡＰは、無線ＬＡＮ効率性を高めるためにＢＳＳ負荷の状態
を考慮してＵＬ　ＭＵ送信をトリガするかどうかを決定することもできる。
【００３３】
　図２は、無線ＬＡＮにおけるスキャニング方法を示す概念図である。
【００３４】
　図２を参照すると、スキャニング方法は、パッシブスキャニング（ｐａｓｓｉｖｅ　ｓ
ｃａｎｎｉｎｇ）２００とアクティブスキャニング（ａｃｔｉｖｅ　ｓｃａｎｎｉｎｇ）
２５０とに区分されることができる。
【００３５】
　図２の左側を参照すると、パッシブスキャニング２００は、ＡＰ２００が周期的にブロ
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ードキャストするビーコンフレーム２３０により実行されることができる。無線ＬＡＮの
ＡＰ２１０は、ビーコンフレーム２３０を特定周期（例えば、１００ｍｓｅｃ）毎にｎｏ
ｎ－ＡＰ　ＳＴＡ２４０にブロードキャストする。ビーコンフレーム２３０には現在のネ
ットワークに対する情報が含まれることができる。ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ２４０は、周期
的にブロードキャストされるビーコンフレーム２３０を受信することで、ネットワーク情
報を受信して認証／結合（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ／ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）過
程を実行するＡＰ２１０とチャネルに対するスキャニングを実行することができる。
【００３６】
　パッシブスキャニング方法２００は、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ２４０がフレームを送信す
る必要無しでＡＰ２１０で送信されるビーコンフレーム２３０を受信すればよい。したが
って、パッシブスキャニング２００は、ネットワークでデータの送信／受信により発生さ
れる全体的なオーバーヘッドが小さいという長所がある。しかし、ビーコンフレーム２３
０の周期に比例して受動的にスキャニングを実行せざるを得ないため、スキャニングの実
行にかかる時間がアクティブスキャニング方法と比較して相対的に増えるという短所があ
る。ビーコンフレームに対する具体的な説明は、２０１１年１１月に開示されたＩＥＥＥ
　Ｄｒａｆｔ　Ｐ８０２．１１－ＲＥＶｍｂＴＭ／Ｄ１２、Ｎｏｖｅｍｂｅｒ　２０１１
‘ＩＥＥＥ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆｏｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｘｃ
ｈａｎｇｅ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ｓｙｓｔｅｍｓ－Ｌｏｃａｌ　ａｎｄ　ｍｅｔｒｏｐｏｌ
ｉｔａｎ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋｓ－Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ
　Ｐａｒｔ　１１：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ　Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ（ＭＡＣ）ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ（ＰＨＹ）Ｓｐｅｃｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎｓ（以下、ＩＥＥＥ８０２．１１）’の８．３．３．２　ｂｅａｃｏｎ　ｆｒａ
ｍｅに開示されている。
【００３７】
　図２の右側を参照すると、アクティブスキャニング２５０では、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ
２９０がプローブ要求フレーム２７０をＡＰ２６０に送信して主導的にスキャニングを実
行することができる。
【００３８】
　ＡＰ２６０では、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ２９０からプローブ要求フレーム２７０を受信
した後、フレーム衝突（ｆｒａｍｅ、ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ）を防止するためにランダム時
間待った後、プローブ応答フレーム２８０にネットワーク情報を含んでｎｏｎ－ＡＰ　Ｓ
ＴＡ２９０に送信することができる。ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ２９０は、受信したプローブ
応答フレーム２８０に基づいてネットワーク情報を得てスキャニング過程を中止すること
ができる。
【００３９】
　アクティブスキャニング２５０の場合、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ２９０が主導的にスキャ
ニングを実行するため、スキャニングに使われる時間が短いという長所がある。しかし、
ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ２９０がプローブ要求フレーム２７０を送信しなければならないた
め、フレームの送信及び受信のためのネットワークオーバーヘッドが増加するという短所
がある。プローブ要求フレーム２７０は、ＩＥＥＥ８０２．１１　８．３．３．９節に開
示されており、プローブ応答フレーム２８０は、ＩＥＥＥ８０２．１１　８．３．３．１
０に開示されている。
【００４０】
　スキャニングが終わった後、ＡＰとｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡは、認証（ａｕｔｈｅｎｔｉ
ｃａｔｉｏｎ）手順と結合（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）手順を実行することができる。
【００４１】
　図３は、ＡＰとＳＴＡのスキャニング手順以後に実行される認証手順及び結合手順を示
す概念図である。
【００４２】
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　図３を参照すると、パッシブ／アクティブスキャニングを実行した後、スキャニングさ
れたＡＰのうち一つのＡＰと認証手順及び結合手順を実行することができる。
【００４３】
　認証（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）及び結合（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）手順は、
例えば、２ウェイハンドシェイキング（２－ｗａｙ　ｈａｎｄｓｈａｋｉｎｇ）を介して
実行されることができる。図３の左側は、パッシブスキャニング後、認証及び結合手順を
示す概念図であり、図３の右側は、アクティブスキャニング後、認証及び結合手順を示す
概念図である。
【００４４】
　認証手順及び結合手順は、アクティブスキャニング方法を使用したか、またはパッシブ
スキャニングを使用したかと関係無しで、認証要求フレーム（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉ
ｏｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｒａｍｅ）３１０／認証応答フレーム（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａ
ｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａｍｅ）３２０、及び結合要求フレーム（ａｓｓｏｃ
ｉａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｒａｍｅ）３３０／結合応答フレーム（ａｓｓｏｃｉ
ａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａｍｅ）３４０をＡＰ３００、３５０とｎｏｎ－Ａ
Ｐ　ＳＴＡ３０５、３５５との間で交換することで同じように実行されることができる。
【００４５】
　認証手順では、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ３０５、３５５は、認証要求フレーム３１０をＡ
Ｐ３００、３５０に送信することができる。ＡＰ３００、３５０は、認証要求フレーム３
１０に対する応答として認証応答フレーム３２０をｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ３０５、３５５
に送信することができる。認証フレームフォーマット（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　
ｆｒａｍｅ　ｆｏｒｍａｔ）に対してはＩＥＥＥ８０２．１１　８．３．３．１１に開示
れている。
【００４６】
　結合手順では、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ３０５、３５５は、結合要求フレーム（ａｓｓｏ
ｃｉａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｒａｍｅ）３３０をＡＰ３００、３０５に送信する
ことができる。ＡＰ３０５、３５５は、結合要求フレーム３３０に対する応答として結合
応答フレーム３４０をｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ３００、３５０に送信することができる。Ａ
Ｐに送信された結合要求フレーム３３０にはｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ３０５、３５５の性能
（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）に対する情報が含まれている。ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ３０５、
３５５の性能情報に基づき、ＡＰ３００、３５０は、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ３０５、３５
５に対するサポートが可能かどうかを判断することができる。ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ３０
５、３５５に対するサポートが可能な場合、ＡＰ３００、３５０は、結合応答フレーム３
４０をｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ３０５、３５５に送信することができる。結合応答フレーム
３４０は、結合要求フレーム３３０に対する受諾可否とその理由、自分がサポート可能な
性能情報（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を含むことができる。結合
フレームフォーマット（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｆｒａｍｅ　ｆｏｒｍａｔ）に対して
はＩＥＥＥ８０２．１１　８．３．３．５／８．３．３．６に開示されている。
【００４７】
　ＡＰとｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡとの間で結合手順が実行された以後、ＡＰとｎｏｎ－ＡＰ
　ＳＴＡとの間で正常なデータの送信及び受信が実行されることができる。ＡＰとｎｏｎ
－ＡＰ　ＳＴＡとの間の結合手順が失敗した場合、結合が失敗した理由に基づいて再びＡ
Ｐと結合手順を実行し、または他のＡＰと結合手順を実行することもできる。
【００４８】
　ＳＴＡがＡＰと結合される場合、ＳＴＡは、ＡＰから結合ＩＤ（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＡＩＤ）の割当を受けることができる。ＳＴＡに割り当てら
れたＡＩＤは、一つのＢＳＳ内では唯一な値であり、現在ＡＩＤは、１～２００７のうち
一つの値である。ＡＩＤのために１４ｂｉｔが割り当てられて最大１６３８３までＡＩＤ
の値として使用可能であるが、２００８～１６３８３の値は、予備（ｒｅｓｅｒｖｅｄ）
されている。
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【００４９】
　図４は、本発明の実施例に係るＵＬ　ＭＵ送信方法を示す概念図である。
【００５０】
　図４では、複数のＳＴＡのＵＬ　ＭＵ送信のための事前手順が開示される。
【００５１】
　図４を参照すると、ＳＴＡの初期アクセス手順（例えば、スキャニング手順、認証手順
、結合手順）が実行される時、ＡＰとＳＴＡは、ＵＬ　ＭＵ送信能力に対して交渉（ｎｅ
ｇｏｔｉａｔｉｏｎ）することができる。例えば、ＳＴＡは、初期アクセス手順に使われ
る初期アクセスフレーム（例えば、結合要求フレーム）を介してＵＬ　ＭＵ送信が可能か
どうかに対する情報をＡＰに送信することができる。ＡＰは、ＳＴＡにより送信された初
期アクセスフレームに対する応答フレーム（例えば、結合応答フレーム）を介してＵＬ　
ＭＵ送信のサポートに対する情報を送信することができる。ＵＬ　ＭＵ送信のサポート可
否がＳＴＡとＡＰとの間に確認された場合、ＳＴＡは、ＡＰのトリガフレームによりトリ
ガされてアップリンクデータをＵＬ　ＭＵ送信に基づいてＡＰに送信することができる。
【００５２】
　ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ送信をトリガするかどうかを決定する。
【００５３】
　ＡＰは、ＢＳＳ負荷の状態、ＵＬ　ＭＵ送信をサポートするＳＴＡの個数に対する情報
などを考慮してＵＬ　ＭＵ送信をトリガするかどうかを決定することができる。例えば、
ＢＳＳ負荷が激しい（ｈｅａｖｙ）状態であり、またはＵＬ　ＭＵ送信をサポートするＳ
ＴＡの個数が閾値以上の場合、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ送信をトリガすることができる。
【００５４】
　ＵＬ　ＭＵ送信のトリガが決定された場合、ＡＰは、ＳＴＡのバッファ状態情報を収集
することができる。
【００５５】
　ＡＰは、ＳＴＡのバッファ情報の送信をトリガするための任意接続用トリガフレーム４
００を送信することができる。任意接続用トリガフレーム４００は、ブロードキャストに
基づいて送信されることができる。任意接続用トリガフレーム４００は、バッファ状態ト
リガフレームという用語で表現されることもできる。
【００５６】
　ＡＰは、任意接続用トリガフレーム４００以前に送信された他のフレームまたは任意接
続用トリガフレーム４００を介して、バッファ状態トリガフレーム４００に基づいてバッ
ファ状態情報を送信するＳＴＡを制限（または、決定）するための情報を送信することが
できる。任意接続用トリガフレーム４００に基づいてバッファ状態情報を送信するＳＴＡ
を制限（または、決定）するための情報は、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報という
用語で表現されることができる。バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報に対しては後述す
る。
【００５７】
　ＳＴＡは、任意接続用トリガフレーム４００を受信し、任意接続用トリガフレーム４０
０により取得されたＴＸＯＰ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）上
で任意接続用トリガフレーム４００に対する応答としてバッファ状態リポートフレーム４
１０を送信することができる。バッファ状態リポートフレーム４１０は、ＳＴＡのバッフ
ァ状態情報（または、ペンディングとなっている（または、バッファされた）アップリン
クデータに対する情報）を含むことができる。例えば、バッファ状態情報は、ペンディン
グとなっているアップリンクデータの大きさ、ペンディングとなっているアップリンクデ
ータのアクセスカテゴリ、バックオフカウントなどを含むことができる。バッファ状態リ
ポートフレーム４１０は、ＡＰにより送信されたバッファ状態リポートＳＴＡ決定情報に
基づいて設定された条件を満たすＳＴＡによってのみ送信されることができる。
【００５８】
　または、本発明の実施例によると、バッファ状態リポートフレーム４１０は、ＡＰのＢ
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ＳＳ内でＵＬ　ＭＵ送信の制限的活性化／活性化可否の決定によって、バッファ状態リポ
ートＳＴＡ決定情報に基づいて設定された条件を満たさないＳＴＡにより送信されること
ができる。また、バッファ状態リポートフレーム４１０は、ＡＰのＢＳＳ内でＵＬ　ＭＵ
送信の非活性化によって、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報を満たすＳＴＡによって
も送信されない場合もある。これに対しては具体的に後述する。
【００５９】
　ＳＴＡのバッファ状態情報は、バッファ状態リポートフレーム４１０のような独立され
たフレーム（または、スタンドアローンフレーム）を介して送信されることもできるが、
ＳＴＡは、バッファ状態情報をピギーバック（ｐｉｇｇｙｂａｃｋ）方式で送信すること
もできる。例えば、ＳＴＡは、アップリンクを介して送信される既存のデータフレーム、
制御フレーム、管理フレームにバッファ状態情報をピギーバックして送信することもでき
る。ＳＴＡは、任意接続用トリガフレーム４００に対する応答としてピギーバックされた
アップリンクフレームを送信することもでき、別途の任意接続用トリガフレーム４００に
よるトリガ無しでバッファ状態情報をピギーバック方式で送信することができる。
【００６０】
　前記のような方式で、ＡＰは、複数のＳＴＡの各々のバッファ状態情報を取得すること
ができる。
【００６１】
　ＡＰは、取得された複数のＳＴＡの各々のバッファ状態情報に基づいてＵＬ　ＭＵ送信
をトリガすることができる。ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ送信をトリガするＵＬ　ＭＵトリガフレ
ーム４２０を、ＵＬ　ＭＵ送信を実行する複数のターゲットＳＴＡに送信することができ
る。
【００６２】
　ＵＬ　ＭＵトリガフレーム４２０にはＵＬ　ＭＵ送信を実行する複数のターゲットＳＴ
Ａに対する情報、複数のターゲットＳＴＡの各々のアップリンクデータの送信のためのア
ップリンクリソースに対する情報、複数のターゲットＳＴＡの各々のアップリンクデータ
の送信のためのＴＸＯＰに対する情報、複数のターゲットＳＴＡの各々のアップリンクデ
ータの送信タイミングに対する情報などを含むことができる。
【００６３】
　具体的に、ＵＬ　ＭＵ送信を実行する複数のターゲットＳＴＡに対する情報は、複数の
ターゲットＳＴＡの各々のＡＩＤ（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）に
対する情報を含むことができる。また、複数のターゲットＳＴＡの各々のアップリンクデ
ータの送信のためのアップリンクリソースに対する情報は、複数のターゲットＳＴＡの各
々に割り当てられたサブチャネル（または、サブバンド、ＲＵ）に対する情報及び／また
は複数のターゲットＳＴＡの各々に割り当てられた時空間ストリーム（ｓｐａｃｅ－ｔｉ
ｍｅ　ｓｔｒｅａｍ）に対する情報を含むことができる。
【００６４】
　複数のターゲットＳＴＡの各々は、ＵＬ　ＭＵトリガフレーム４２０を受信し、割り当
てられたアップリンクリソースを介してＴＸＯＰデュレーションにアップリンクフレーム
を介してアップリンクデータをＵＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵ４３０を介してＡＰに送信すること
ができる。
【００６５】
　図５は、本発明の実施例に係るＵＬ　ＭＵ送信手順を示す概念図である。
【００６６】
　図５では、ＡＰのＵＬ　ＭＵ送信に対する活性化／非活性化（ｅｎａｂｌｅ／ｄｉｓａ
ｂｌｅ）方法が開示される。
【００６７】
　図５を参照すると、ＡＰは、ＢＳＳ内のＵＬ　ＭＵ送信の活性化可否を決定することが
できる。ＡＰとＳＴＡによりＵＬ　ＭＵ送信がサポートされる場合にも、ＡＰは、ＢＳＳ
内のＵＬ　ＭＵ送信の活性化可否を決定することができる。
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【００６８】
　ＢＳＳ内のＵＬ　ＭＵ送信の活性化可否に対する情報は、Ｎビット（ここで、Ｎは自然
数）で定義され、ダウンリンクフレーム（例えば、ダウンリンク管理フレームであるビー
コンフレーム）を介して送信され、またはダウンリンクフレームのＭＡＣ（ｍｅｄｉｕｍ
　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）ヘッダにピギーバックされて送信されることができる
。ＢＳＳ内のＵＬ　ＭＵ送信の活性化可否を指示するＮビットは、ＵＬ　ＭＵ送信活性化
情報（または、ＵＬ　ＭＵ動作モード情報）という用語で表現されることができる。例え
ば、ＮビットのＵＬ　ＭＵ送信活性化情報（または、ＵＬ　ＭＵ動作モード情報）は、Ｕ
Ｌ　ＭＵの送信の非活性化／制限的活性化／活性化のうち一つを指示することができる。
ＵＬ　ＭＵ送信活性化情報（または、ＵＬ　ＭＵ動作モード情報）は、ビーコンフレーム
のようなフレームを介してブロードキャスト方式で送信され、またはピギーバックされた
ユニキャストダウンリンクフレームのようなフレームを介してユニキャスト方式で送信さ
れることもできる。
【００６９】
　例えば、ＡＰは、ＢＳＳ負荷を判断してＵＬ　ＭＵ送信に対する活性化可否を決定する
ことができる。ＢＳＳ負荷状態は、ＡＰにより、軽いＢＳＳ負荷状態（ｌｉｇｈｔ　ＢＳ
Ｓ　ｌｏａｄ）（または、第１のＢＳＳ負荷状態）、中間ＢＳＳ負荷状態（ｍｅｄｉｕｍ
　ＢＳＳ　ｌｏａｄ）（または、第２のＢＳＳ負荷状態）、激しいＢＳＳ負荷状態（ｈｅ
ａｖｙ　ＢＳＳ　ｌｏａｄ）（または、第３のＢＳＳ負荷状態）のうち一つに分類される
ことができる。前記のようなＢＳＳ負荷状態は、ＢＳＳに結合されたＳＴＡの個数、チャ
ネルがビジー（ｂｕｓｙ）状態である時間に基づいて算出されるチャネル活用度（ｃｈａ
ｎｎｅｌ　ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ）、空間的ストリーム（または、時空間ストリーム）
の活用度などを考慮して決定されることができる。
【００７０】
　具体的に、ＡＰがＢＳＳ負荷状態を軽いＢＳＳ負荷状態（または、第１の負荷状態５１
０）と判断する場合、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ送信を非活性化させることができる。ＡＰは、
ＵＬ　ＭＵ送信の非活性化を指示するＵＬ　ＭＵ送信活性化情報を送信することができる
。このような場合、ＢＳＳに含まれるＳＴＡは、ＵＬ　ＭＵ送信の代わりにＵＬ　ＳＵ送
信に基づいてアップリンクデータをＡＰに送信することができる。
【００７１】
　ＡＰがＢＳＳ負荷状態を中間ＢＳＳ負荷状態（または、第２の負荷状態５２０）と判断
する場合、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ送信を活性化させ、一定の条件が満たされる場合にのみＵ
Ｌ　ＭＵ送信をトリガすることができる。他の表現として、ＡＰがＢＳＳ負荷状態を中間
ＢＳＳ負荷状態（または、第２の負荷状態５２０）と判断する場合、ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ
送信を制限的に許容することができる。ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ送信の制限的活性化を指示す
るＵＬ　ＭＵ送信活性化情報をＢＳＳに含まれるＳＴＡに送信することができる。
【００７２】
　バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報に基づいて設定された条件を満たすＳＴＡのみが
バッファ状態情報をＡＰに送信することができ、ＵＬ　ＭＵ送信を実行することができる
。例えば、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報に基づいて設定されたバックオフカウン
ト閾値より大きい（または、小さい）バックオフカウントを有するアクセスカテゴリのア
ップリンクデータがペンディングとなっている場合、ＳＴＡは、バッファ状態情報をＡＰ
に送信することができる。このような場合、ＢＳＳ内でバッファ状態情報を送信すること
ができるＳＴＡが制限されることができ、ＵＬ　ＭＵ送信を実行するターゲットＳＴＡが
制限されることができる。
【００７３】
　または、バッファ状態情報をピギーバック方式によってのみ送信可能なようにすること
によって、ＵＬ　ＭＵ送信が可能なターゲットＳＴＡが制限されることもできる。即ち、
ＡＰにより送信される任意接続用トリガフレームによるトリガ（または、ポーリング）で
ないピギーバック方式によってのみＳＴＡのバッファ状態情報を収集してＢＳＳ内でバッ
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ファ状態情報を送信することができるＳＴＡが制限されることができ、ＵＬ　ＭＵ送信を
実行するターゲットＳＴＡが制限されることができる。
【００７４】
　ＵＬ　ＭＵ送信がトリガされないＳＴＡは、ＵＬ　ＳＵ送信を実行することができる。
例えば、バッファ状態情報を送信することができなくてＡＰによりＵＬ　ＭＵ送信がトリ
ガされない場合、ＳＴＡは、ＥＤＣＡ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｃ
ｈａｎｎｅｌ　ａｃｃｅｓｓ）ベースのチャネルアクセスを介して媒体を取得してアップ
リンクフレームをＡＰに送信することができる。
【００７５】
　ＡＰがＢＳＳ負荷状態を激しいＢＳＳ負荷状態（または、第３の負荷状態５３０）と判
断する場合、ＡＰはＵＬ　ＭＵ送信に基づいているアップリンクデータの送信をトリガす
ることができる。
【００７６】
　ＡＰは、ＵＬ　ＭＵ送信の活性化を指示するＵＬ　ＭＵ送信活性化情報をＢＳＳに含ま
れるＳＴＡに送信することができる。このような場合、ＳＴＡは、ＡＰのトリガに基づい
てＵＬ　ＭＵ送信を介してアップリンクデータをＡＰに送信することができる。
【００７７】
　ＳＴＡは、ＵＬ　ＭＵ送信の活性化を指示するＵＬ　ＭＵ送信活性化情報を受信した場
合、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報に基づいて設定された条件を満たすかどうかを
考慮せずに、バッファ状態情報をＡＰに送信することができる。即ち、ＢＳＳ内でバッフ
ァ状態情報を送信することができるＳＴＡが制限されず、ＵＬ　ＭＵ送信を実行するター
ゲットＳＴＡが制限されない。
【００７８】
　例えば、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報に基づいて設定されたバックオフカウン
ト閾値を考慮せず、またはバックオフカウント閾値を０または１に設定し、ＳＴＡがバッ
ファ状態情報をＡＰに送信することができる。バッファ状態情報は、ピギーバック方式及
び／または任意接続用トリガフレームによるトリガ（または、ポーリング）方式を両方と
も使用してＳＴＡにより送信されることができる。
【００７９】
　ＡＰがＢＳＳ負荷状態を激しいＢＳＳ負荷状態（または、第３の負荷状態５３０）と判
断する場合にもＵＬ　ＳＵ送信が実行されることができる。ＡＰがＵＬ　ＭＵ送信を活性
化した場合にも、以下のような制限的条件下でＵＬ　ＳＵ送信が実行されることができる
。
【００８０】
　バッファ状態情報の送信のためのバッファ状態リポートフレームは。任意接続用トリガ
フレームによりトリガ（または、ポーリング）されてＵＬ　ＳＵ送信に基づいてＳＴＡに
より送信されることができる。
【００８１】
　また、ＳＴＡは、任意接続用トリガフレームの送信によりバッファ状態リポートフレー
ムがトリガされない場合にも、バッファ状態情報を送信することができる。このようなバ
ッファ状態情報のリポートは、要求されていないバッファ状態リポート（ｕｎｓｏｌｉｃ
ｉｔｅｄ　ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ　ｒｅｐｏｒｔ）という用語で表現され、要求さ
れていないバッファ状態リポートに基づいて送信されるバッファ状態情報は、要求されて
いないバッファ状態情報という用語で表現されることができる。
【００８２】
　要求されていないバッファ状態情報は、既存のアクセスカテゴリ（ａｃｃｅｓｓ　ｃａ
ｔｅｇｏｒｙ、ＡＣ）のうち一つのＡＣに対応されるデータに分類されて既存のＡＣパラ
メータを使用したＥＤＣＡに基づいて送信されることができる。または、要求されていな
いバッファ状態情報は、新しいＡＣに対応されるデータで定義されて新しく定義されたＡ
Ｃパラメータを使用したＥＤＣＡを使用して送信されることもできる。新しく定義された
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ＡＣパラメータは、要求されていないバッファ状態情報のための新しいＡＣが既存の他の
アクセスカテゴリ（ＡＣ＿ＢＥ（ｂｅｓｔ　ｅｆｆｏｒｔ）、ＡＣ＿ＢＫ（ｂａｃｋｇｒ
ｏｕｎｄ）、ＡＣ＿ＶＩ（ｖｉｄｅｏ）、ＡＣ＿ＶＯ（ｖｏｉｃｅ））より高い優先順位
を有するように設定されることができる。
【００８３】
　要求されていないバッファ状態情報は、設定された特定タイマの満了時に実行されるこ
とができる。設定された特定タイマは、トリガされたバッファ状態リポートフレームの送
信のための時間区間を設定するためのタイマであり、最大ポーリングタイマ（ｍａｘ　ｐ
ｏｌｌｉｎｇ　ｔｉｍｅｒ）または最大トリガタイマ（ｍａｘ　ｔｒｉｇｇｅｒ　ｔｉｍ
ｅｒ）という用語で表現されることができる。即ち、トリガに基づいて送信されるバッフ
ァ状態リポートフレームの送信のための時間リソースを除外した時間リソースで要求され
ていないバッファ状態リポートが実行されることができる。
【００８４】
　ＡＰがＢＳＳ負荷状態を激しいＢＳＳ負荷状態（または、第３の負荷状態）と判断する
場合、ＵＬ　ＭＵ送信方法に対しては図５で追加的に開示する。
【００８５】
　図６は、本発明の実施例に係るバッファ状態リポートＳＴＡ決定情報を示す概念図であ
る。
【００８６】
　図６では、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報６００を介して送信される必要不可欠
な情報が開示される。ＡＰにより送信されたバッファ状態リポートＳＴＡ決定情報６００
に基づいてＳＴＡのバッファ状態リポートフレームの送信（または、バッファ状態情報の
リポート）可否が決定されることができる。バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報６００
は、ＡＰによりダウンリンクフレーム（例えば、ビーコンフレーム、結合応答フレーム、
任意接続用トリガフレーム等）を介して送信されることができる。
【００８７】
　図６を参照すると、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報６００は、バックオフカウン
ト情報６１０、ＡＣ情報６２０、キューサイズ情報６３０のうち少なくとも一つを含むこ
とができる。
【００８８】
　バックオフカウント情報６１０は、バッファ状態リポートフレームの送信のためのバッ
クオフカウントの閾値に対する情報を含むことができる。ＳＴＡは、複数のアクセスカテ
ゴリの各々に対応されるペンディングとなっているアップリンクデータを有することがで
き、ペンディングとなっているアップリンクデータの送信のために複数のアクセスカテゴ
リの各々に対応される個別的なバックオフカウントが設定されることができる。
【００８９】
　バックオフカウント情報６１０により設定されたバックオフカウントの閾値より特定ア
クセスカテゴリに対応されるバッファされたデータの送信のためのバックオフカウントが
大きい場合、ＳＴＡは、特定アクセスカテゴリに関連したバッファ状態情報をバッファ状
態リポートフレームを介してＡＰに送信することができる。バックオフカウント情報６１
０により設定されたバックオフカウントの閾値より特定アクセスカテゴリに対応されるバ
ッファされたデータの送信のためのバックオフカウントが小さいまたは同じ場合、ＳＴＡ
は、特定アクセスカテゴリに関連したバッファ状態情報をバッファ状態リポートフレーム
を介してＡＰに送信しない。
【００９０】
　それに対し、本発明の他の実施例によると、バックオフカウント情報６１０により設定
されたバックオフカウントの閾値より特定アクセスカテゴリに対応されるバッファされた
データの送信のためのバックオフカウントが小さいまたは同じ場合、ＳＴＡは、特定アク
セスカテゴリに関連したバッファ状態情報をバッファ状態リポートフレームを介してＡＰ
に送信することもできる。バックオフカウント情報６１０により設定されたバックオフカ
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ウントの閾値より特定アクセスカテゴリに対応されるバッファされたデータの送信のため
のバックオフカウントが大きい場合、ＳＴＡは、特定アクセスカテゴリに関連したバッフ
ァ状態情報をバッファ状態リポートフレームを介してＡＰに送信しない。
【００９１】
　ＡＣ情報６２０は、ＳＴＡによりリポートされるアクセスカテゴリに対する情報を含む
ことができる。ＡＣ情報６２０は、複数のアクセスカテゴリのうち特定アクセスカテゴリ
に関連したバッファ状態情報のみを要求するために使われることができる。例えば、ＡＣ
情報６２０は、４個のビットは含み、４個のビットの各々は、ＳＴＡにバッファ状態情報
を要求するアクセスカテゴリを指示することができる。４個のビットのうち、ビット１は
、ＡＣ＿ＢＥ（ｂｅｓｔ　ｅｆｆｏｒｔ）に対応されるバッファ状態情報のリポートを活
性化し、ビット２は、ＡＣ＿ＢＫ（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ）に対応されるバッファ状態情
報のリポートを活性化し、ビット３は、ＡＣ＿ＶＩ（ｖｉｄｅｏ）に対応されるバッファ
状態情報のリポートを活性化し、ビット４は、ＡＣ＿ＶＯ（ｖｏｉｃｅ）に対応されるバ
ッファ状態情報のリポートを活性化することができる。ＳＴＡは、ＡＣ情報に基づいて活
性化されたアクセスカテゴリと関連したバッファ状態情報のみをバッファ状態リポートフ
レームを介してＡＰに送信することができる。
【００９２】
　キューサイズ情報６３０は、バッファ状態情報の送信のためのアップリンクデータの臨
界大きさに対する情報を含むことができる。ＳＴＡは、ＳＴＡの複数のアクセスカテゴリ
の各々に対応されるペンディングとなっているアップリンクデータのうち、キューサイズ
情報６３０により設定された臨界大きさより大きいキューサイズ（または、データ大きさ
）を有するアップリンクデータが存在するかどうかを判断することができる。ＳＴＡは、
臨界大きさより大きいキューサイズを有するアップリンクデータに対応されるアクセスカ
テゴリに関連したバッファ状態情報のみをバッファ状態リポートフレームを介してＡＰに
送信することができる。
【００９３】
　それに対し、本発明の他の実施例によると、ＳＴＡは、ＳＴＡの複数のアクセスカテゴ
リの各々に対応されるバッファされたデータのうち、キューサイズ情報６３０により設定
された臨界大きさより小さいまたは同じキューサイズを有するデータが存在するかどうか
を判断することができる。ＳＴＡは、臨界大きさより小さいまたは同じキューサイズを有
するデータに対応されるアクセスカテゴリに関連したバッファ状態情報のみをバッファ状
態リポートフレームを介してＡＰに送信することができる。
【００９４】
　図４では、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報６００を介して送信される必要不可欠
な情報を満たす場合、バッファ状態リポートフレームを介してバッファ状態情報が送信さ
れる場合が仮定された。しかし、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報６００を介して送
信される必要不可欠な情報を満たす場合、バッファ状態情報をピギーバックしたアップリ
ンクフレームを介してバッファ状態情報が送信されることもできる。
【００９５】
　図７は、本発明の実施例に係るＳＴＡのバッファ状態リポートフレームをトリガする方
法を示す概念図である。
【００９６】
　図７では、ＡＰがＢＳＳ負荷状態を激しいＢＳＳ負荷状態（または、第３の負荷状態）
と判断した場合、ＵＬ　ＭＵ送信方法が開示される。
【００９７】
　図７を参照すると、ＡＰは、バッファ状態リポートフレームの送信のためのＴＸＯＰを
特定（ｓｐｅｃｉｆｉｃ）ＳＴＡでない複数の非特定（ｕｎｓｐｅｃｉｆｉｃ）ＳＴＡに
割り当てることができる。非特定ＳＴＡは、任意の（ａｎｏｎｙｍｏｕｓ）ＳＴＡという
用語で表現されることもできる。
【００９８】
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　このようなＴＸＯＰは、任意接続ＴＸＯＰ７２０またはブロードキャストＴＸＯＰ、ま
たはバッファ状態リポートＴＸＯＰという用語で表現されることができる。ＡＰは、少な
くとも一つの非特定ＳＴＡのバッファ状態リポートフレーム７４０の送信のための任意接
続ＴＸＯＰ７００を割り当てることができる。少なくとも一つの非特定ＳＴＡは、割り当
てられた任意接続ＴＸＯＰ７００を介してバッファ状態リポートフレーム７４０を送信す
ることができる。ＴＸＯＰは、データの送信のために割り当てられた時間リソース及び／
または周波数リソースである。任意接続ＴＸＯＰ７２０は、バッファ状態リポートフレー
ム７４０の送信のための周波数リソース及び／または時間リソースを指示することができ
る。
【００９９】
　ＡＰは、任意接続ＴＸＯＰ７２０の割当のための情報を送信することができる。任意接
続ＴＸＯＰ７２０の割当のための情報は、ＴＸＯＰの開始オフセット（ｓｔａｒｔ　ｏｆ
ｆｓｅｔ）、ＴＸＯＰが割り当てられた周波数リソース／時間リソースに対する情報のう
ち少なくとも一つの情報を含むことができる。任意接続ＴＸＯＰ７２０の割当のための情
報は、ブロードキャストされるダウンリンク管理／制御フレーム（例えば、ビーコンフレ
ーム、ブロードキャストＣＴＳ（ｃｌｅａｒ　ｔｏ　ｓｅｎｄ）フレーム、トリガフレー
ム、新しい制御フレーム等）を介して送信されることができる。
【０１００】
　非特定ＳＴＡは、任意接続ＴＸＯＰ７２０の割当のための情報に基づいて任意接続ＴＸ
ＯＰ７２０の割当を受けて任意接続チャネルアクセスを介してバッファ状態リポートフレ
ーム７４０を送信することができる。
【０１０１】
　即ち、ＡＰは、任意接続用トリガフレームを送信し、任意接続用トリガフレームに基づ
いて設定された任意接続ＴＸＯＰ７２０上で少なくとも一つのＳＴＡから少なくとも一つ
のバッファ状態リポートフレームを受信することができる。任意接続ＴＸＯＰ７２０は、
複数の非特定ＳＴＡの各々のバッファ状態リポートフレームの送信のためのチャネルアク
セスの試行のために割り当てられ、少なくとも一つのＳＴＡの各々は、前記複数の非特定
ＳＴＡのうち前記チャネルアクセスを成功したＳＴＡである。具体的に、少なくとも一つ
のＳＴＡは、任意接続ＴＸＯＰ７２０のために割り当てられた周波数リソース単位の個数
に対する情報を考慮して割り当てられた周波数リソース単位のバックオフ手順に基づいて
決定されることができる。
【０１０２】
　本発明の実施例によると、非特定ＳＴＡは、下記のような条件を満たす場合、任意接続
ＴＸＯＰ７２０の間にバッファ状態リポートフレーム７４０を送信することができる。
【０１０３】
　非特定ＳＴＡは、最大ポーリングタイマのような特定タイマにより設定された時間が満
了された場合、任意接続ＴＸＯＰ７２０上でバッファ状態リポートフレーム７４０を送信
することができる。
【０１０４】
　または、任意接続を介したバッファ状態リポートフレーム送信のためのバックオフ手順
に使われるパラメータ（例えば、バックオフカウントを選択するためのコンテンションウ
ィンドウ値など）は、既存のデータ送信に使われるバックオフパラメータと違って、別途
のパラメータで定義されることができる。このとき、非特定ＳＴＡは、バッファ状態リポ
ートフレーム７４０の送信と関連したバックオフカウントが０になる場合、非特定ＳＴＡ
は、バッファ状態リポートフレーム７４０を送信することができる。
【０１０５】
　または、非特定ＳＴＡは、バッファされたデータの送信と関連したバックオフカウント
がバックオフカウントの閾値より小さい場合、非特定ＳＴＡは、バッファ状態リポートフ
レーム７４０を送信することができる。それに対し、ＳＴＡは、バッファされたデータの
送信と関連したバックオフカウントがバックオフカウントの閾値より大きいまたは同じ場
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合、非特定ＳＴＡは、バッファ状態リポートフレーム７４０を送信することもできる。バ
ックオフカウントの閾値は、バッファ状態リポートＳＴＡ決定情報に含まれるバックオフ
カウント情報により設定されることができる。
【０１０６】
　図８は、本発明の実施例に係るＳＴＡのバッファ状態リポートフレームをトリガする方
法を示す概念図である。
【０１０７】
　図８では、任意接続ＴＸＯＰ８５０上でＳＴＡのチャネルアクセス方法が開示される。
複数のＳＴＡは、バッファ状態リポートフレームの送信のために任意接続ＴＸＯＰ８５０
上で任意接続を介したチャネルアクセスを実行する場合、複数のＳＴＡにより送信された
バッファ状態リポートフレーム間の衝突が発生できる。
【０１０８】
　図８を参照すると、任意接続用トリガフレーム８００が送信された後、複数の周波数リ
ソース単位（サブチャネル、サブバンドまたはＲＵ）が任意接続ＴＸＯＰ８５０として割
り当てられることができる。以下、ＲＵ１、ＲＵ２、ＲＵ３及びＲＵ４の各々がバッファ
状態リポートフレームの送信のための送信リソースとして割り当てられた場合が仮定され
る。任意接続用トリガフレーム８００は、前述したように、割り当てられた時間リソース
／周波数リソースに対する情報を送信することができる。
【０１０９】
　任意接続用トリガフレーム８００を受信した複数のＳＴＡは、複数の周波数リソース単
位の各々を介したバッファ状態リポートフレームの送信可否を決定することができる。例
えば、複数のＳＴＡの各々は、バックオフ手順を介して任意接続ＴＸＯＰ８５０上でバッ
ファ状態リポートフレームの送信可否を決定することができる。具体的に、バックオフ手
順は、周波数リソース単位で実行されることができる。もし、周波数リソース単位の個数
が前記仮定のように４個である場合、バッファ状態リポートのためのバックオフカウント
として０～３を選択したＳＴＡが任意接続用トリガフレーム８００に基づいて設定された
任意接続ＴＸＯＰ８５０上でバッファ状態リポートフレームを送信することができる。バ
ックオフカウントとして０～３を選択したＳＴＡは、バッファ状態リポートフレームを任
意接続ＴＸＯＰ８５０上でＵＬ　ＭＵ送信に基づいて送信することができる。
【０１１０】
　それに対し、残りのバックオフカウントとして４以上の値を選択したＳＴＡは、任意接
続ＴＸＯＰ８５０上でバッファ状態リポートフレームを送信することができない。
【０１１１】
　バックオフカウントとして０～３を選択した４個のＳＴＡ（ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴ
Ａ３及びＳＴＡ４）の各々は、ランダムにバッファ状態リポートフレームを送信するＲＵ
を決定することができる。４個のＳＴＡ（ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴＡ３及びＳＴＡ４）
の各々は、ランダムに決定したＲＵ上でバッファ状態リポートフレームを送信することが
できる。理想的に、ＳＴＡ１は、ＲＵ１を介してバッファ状態リポートフレーム１　８１
０を送信し、ＳＴＡ２は、ＲＵ２を介してバッファ状態リポートフレーム２　８２０を送
信し、ＳＴＡ３は、ＲＵ３を介してバッファ状態リポートフレーム３　８３０を送信し、
ＳＴＡ４は、ＲＵ４を介してバッファ状態リポートフレーム４　８４０　を送信すること
ができる。
【０１１２】
　本発明の他の実施例によると、ＳＴＡは、バックオフ手順無しでランダムに任意接続Ｔ
ＸＯＰ８５０上でバッファ状態リポートフレームを送信するためのチャネルアクセスを実
行することもできる。
【０１１３】
　図７及び図８では、任意接続用トリガフレームによるブロードキャストＴＸＯＰ設定手
順に対して開示したが、任意接続用トリガフレームでない他のフレームをトリガする他の
トリガフレームに対しても前述したＵＬ　ＭＵ送信手順が実行されることができる。



(20) JP 6273068 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

【０１１４】
　図９は、本発明の実施例に係るＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵフォーマットを示す概念図である
。
【０１１５】
　図９では、本発明の実施例に係るＡＰによりＯＦＤＭＡに基づいて送信されるＤＬ　Ｍ
Ｕ　ＰＰＤＵフォーマットが開示される。ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵフォーマットは、任意接
続用トリガフレーム、ＵＬ　ＭＵトリガフレームなどの伝達のために使われることができ
る。
【０１１６】
　図９を参照すると、ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵのＰＰＤＵヘッダは、Ｌ－ＳＴＦ（ｌｅｇａ
ｃｙ－ｓｈｏｒｔ　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）、Ｌ－ＬＴＦ（ｌｅｇａｃｙ－ｌｏ
ｎｇ　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）、Ｌ－ＳＩＧ（ｌｅｇａｃｙ－ｓｉｇｎａｌ）、
ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ（ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ－ｓｉｇｎａｌ　Ａ）、ＨＥ－ＳＩ
Ｇ　Ｂ（ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ－ｓｉｇｎａｌ－Ｂ）、ＨＥ－ＳＴＦ（ｈｉｇ
ｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ－ｓｈｏｒｔ　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）、ＨＥ－ＬＴ
Ｆ（ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ－ｌｏｎｇ　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）、デ
ータフィールド（または、ＭＡＣペイロード）を含むことができる。ＰＨＹヘッダにおい
て、Ｌ－ＳＩＧまではレガシ部分（ｌｅｇａｃｙ　ｐａｒｔ）と、Ｌ－ＳＩＧ以後のＨＥ
（ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）部分（ＨＥ　ｐａｒｔ）と、に区分されることがで
きる。
【０１１７】
　Ｌ－ＳＴＦ９００は、短いトレーニングＯＦＤＭシンボル（ｓｈｏｒｔ　ｔｒａｉｎｉ
ｎｇ　ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅｘｉｎｇ　ｓｙｍｂｏｌ）を含むことができる。Ｌ－ＳＴＦ９００は、フレーム探知（
ｆｒａｍｅ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）、ＡＧＣ（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｇａｉｎ　ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）、ダイバーシティ探知（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）、コース周
波数／時間同期化（ｃｏａｒｓｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ／ｔｉｍｅ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉ
ｚａｔｉｏｎ）のために使われることができる。
【０１１８】
　Ｌ－ＬＴＦ９１０は、長いトレーニングＯＦＤＭシンボル（ｌｏｎｇ　ｔｒａｉｎｉｎ
ｇ　ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ
ｘｉｎｇ　ｓｙｍｂｏｌ）を含むことができる。Ｌ－ＬＴＦ９１０は、ファイン周波数／
時間同期化（ｆｉｎｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ／ｔｉｍｅ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏ
ｎ）及びチャネル予測のために使われることができる。
【０１１９】
　Ｌ－ＳＩＧ９２０は、制御情報を送信するために使われることができる。Ｌ－ＳＩＧ９
２０は、データ送信率（ｒａｔｅ）、データ長さ（ｌｅｎｇｔｈ）に対する情報を含むこ
とができる。
【０１２０】
　ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ９３０は、ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵを受信するＳＴＡを指示するための
情報を含むこともできる。例えば、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ９３０は、ＰＰＤＵを受信する特定
ＳＴＡ（または、ＡＰ）の識別子、特定ＳＴＡのグループを指示するための情報を含むこ
とができる。また、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ９３０は、ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵがＯＦＤＭＡまた
はＭＩＭＯに基づいて送信される場合、ＳＴＡのＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵの受信のためのリ
ソース割当情報も含むことができる。
【０１２１】
　また、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ９３０は、ＢＳＳ識別情報のためのカラービット（ｃｏｌｏｒ
　ｂｉｔｓ）情報、帯域幅（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）情報、テールビット（ｔａｉｌ　ｂｉ
ｔ）、ＣＲＣビット、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４０に対するＭＣＳ（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　
ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ）情報、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４０のためのシンボル
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個数情報、ＣＰ（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）（または、ＧＩ（ｇｕａｒｄ　ｉｎｔｅ
ｒｖａｌ））長さ情報を含むこともできる。
【０１２２】
　ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４０は、各ＳＴＡに対するＰＳＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅ
ｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）の長さＭＣＳに対する情報及びテールビット
などを含むことができる。また、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４０は、ＰＰＤＵを受信するＳＴＡ
に対する情報、ＯＦＤＭＡベースのリソース割当（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｌｌｏｃａｔｉ
ｏｎ）情報（または、ＭＵ－ＭＩＭＯ情報）を含むこともできる。ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４
０にＯＦＤＭＡベースのリソース割当情報（または、ＭＵ－ＭＩＭＯ関連情報）が含まれ
る場合、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ９３０にはリソース割当情報が含まれないこともある。
【０１２３】
　ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵ上でＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４０の以前フィールドは、互いに異なる
送信リソースの各々でデュプリケートされた形態で送信されることができる。ＨＥ－ＳＩ
Ｇ　Ｂ９４０の場合、一部のサブチャネル（例えば、サブチャネル１、サブチャネル２）
で送信されるＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４０は、個別的な情報を含む独立的なフィールドであり
、残りのサブチャネル（例えば、サブチャネル３、サブチャネル４）で送信されるＨＥ－
ＳＩＧ　Ｂ９４０は、他のサブチャネル（例えば、サブチャネル１、サブチャネル２）で
送信されるＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４０をデュプリケートしたフォーマットである。または、
ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４０は、全体送信リソース上でエンコーディングされた形態で送信さ
れることができる。ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ９４０以後のフィールドは、ＰＰＤＵを受信する複
数のＳＴＡの各々のための個別情報を含むことができる。
【０１２４】
　ＨＥ－ＳＴＦ９５０は、ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ
　ｏｕｔｐｕｔ）環境またはＯＦＤＭＡ環境で自動利得制御推定（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　
ｇａｉｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ）を向上させるために使われることが
できる。
【０１２５】
　具体的に、ＳＴＡ１は、ＡＰからサブバンド１を介して送信されるＨＥ－ＳＴＦ１を受
信し、同期化、チャネルトラッキング／予測、ＡＧＣを実行してデータフィールド１をデ
コーディングすることができる。同様に、ＳＴＡ２は、ＡＰからサブバンド２を介して送
信されるＨＥ－ＳＴＦ２を受信し、同期化、チャネルトラッキング／予測、ＡＧＣを実行
してデータフィールド２をデコーディングすることができる。ＳＴＡ３は、ＡＰからサブ
バンド３を介して送信されるＨＥ－ＳＴＦ３を受信し、同期化、チャネルトラッキング／
予測、ＡＧＣを実行してデータフィールド３をデコーディングすることができる。ＳＴＡ
４は、ＡＰからサブバンド４を介して送信されるＨＥ－ＳＴＦ４を受信し、同期化、チャ
ネルトラッキング／予測、ＡＧＣを実行してデータフィールド４をデコーディングするこ
とができる。
【０１２６】
　ＨＥ－ＬＴＦ９６０は、ＭＩＭＯ環境またはＯＦＤＭＡ環境でチャネルを推定するため
に使われることができる。
【０１２７】
　ＨＥ－ＳＴＦ９５０及びＨＥ－ＳＴＦ９５０以後のフィールドに適用されるＩＦＦＴの
大きさとＨＥ－ＳＴＦ９５０以前のフィールドに適用されるＩＦＦＴの大きさは、互いに
異なる。例えば、ＨＥ－ＳＴＦ９５０及びＨＥ－ＳＴＦ９５０以後のフィールドに適用さ
れるＩＦＦＴの大きさは、ＨＥ－ＳＴＦ９５０以前のフィールドに適用されるＩＦＦＴの
大きさより４倍大きい。ＳＴＡは、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ９３０を受信し、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ
９３０に基づいてダウンリンクＰＰＤＵの受信指示を受けることができる。このような場
合、ＳＴＡは、ＨＥ－ＳＴＦ９５０及びＨＥ－ＳＴＦ９５０以後フィールドから変更され
たＦＦＴサイズに基づいてデコーディングを実行することができる。それに対し、ＳＴＡ
がＨＥ－ＳＩＧ　Ａ９３０に基づいてダウンリンクＰＰＤＵの受信指示を受けていない場



(22) JP 6273068 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

合、ＳＴＡは、デコーディングを中断し、ＮＡＶ（ｎｅｔｗｏｒｋ　ａｌｌｏｃａｔｉｏ
ｎ　ｖｅｃｔｏｒ）を設定することができる。ＨＥ－ＳＴＦ９５０のＣＰ（ｃｙｃｌｉｃ
　ｐｒｅｆｉｘ）は、他のフィールドのＣＰより大きい大きさを有することができ、この
ようなＣＰ区間の間に、ＳＴＡは、ＦＦＴサイズを変化させてダウンリンクＰＰＤＵに対
するデコーディングを実行することができる。
【０１２８】
　図１０は、本発明の実施例に係るＵＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵの送信を示す概念図である。
【０１２９】
　図１０を参照すると、複数のＳＴＡは、ＡＰにＵＬ　ＭＵＯＦＤＭＡに基づいてＵＬ　
ＭＵ　ＰＰＤＵを送信することができる。図１０では、ＳＴＡ１により送信されるＵＬ　
ＭＵ　ＰＰＤＵ１のみを例示的に示す。ＵＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵは、バッファ状態リポート
フレーム、ＵＬ　ＭＵデータフレームの伝達のために使われることができる。
【０１３０】
　Ｌ－ＳＴＦ１０００、Ｌ－ＬＴＦ１０１０、Ｌ－ＳＩＧ１０２０、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１
０３０、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１０４０は、図９で開示された役割を遂行することができる。
シグナルフィールド（Ｌ－ＳＩＧ１０２０、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１０３０、ＨＥ－ＳＩＧ　
Ｂ１０４０）に含まれる情報は、受信したＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵのシグナルフィールドに
含まれる情報に基づいて生成されることができる。
【０１３１】
　ＳＴＡ１は、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１０４０までは全体帯域幅を介してアップリンク送信を
実行し、ＨＥ－ＳＴＦ１０５０以後からは割り当てられた帯域幅を介してアップリンク送
信を実行することができる。図８で前述したように、ＳＴＡ１は、ランダムにバッファ状
態リポートフレームを送信する周波数リソース（例えば、サブバンド１）を選択し、選択
された周波数リソース上でバッファ状態リポートフレームを送信することができる。バッ
ファ状態リポートフレームは、データフィールド１に含まれることができる。
【０１３２】
　サブバンド１乃至サブバンド４が任意接続ＴＸＯＰとして使われ、ＳＴＡ１乃至ＳＴＡ
４が任意接続ＴＸＯＰ上でバッファ状態リポートフレームを送信することができるＳＴＡ
と仮定することができる。理想的な場合、ＳＴＡ２は、ＡＰにより割り当てられたサブバ
ンド２を介してＨＥ－ＳＴＦ２及びＳＴＡ２のバッファ状態リポートフレームを含むデー
タフィールド２を送信し、ＳＴＡ３は、ＡＰにより割り当てられたサブバンド３を介して
ＨＥ－ＳＴＦ３及びＳＴＡ３のバッファ状態リポートフレームを含むデータフィールド３
を送信し、ＳＴＡ４は、ＡＰにより割り当てられたサブバンド４を介してＨＥ－ＳＴＦ４
及びＳＴＡ４のバッファ状態リポートフレームを含むデータフィールド４を送信すること
ができる。
【０１３３】
　図１１は、本発明の実施例が適用されることができる無線装置を示すブロック図である
。
【０１３４】
　図１１を参照すると、ＡＰ１１００は、プロセッサ１１１０、メモリ１１２０及びＲＦ
部（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｕｎｉｔ）１１３０を含む。
【０１３５】
　ＲＦ部１１３０は、プロセッサ１１１０と連結して無線信号を送信／受信することがで
きる。
【０１３６】
　プロセッサ１１１０は、本発明で提案された機能、過程及び／または方法を具現するこ
とができる。例えば、プロセッサ１１１０は、前述した本発明の実施例に係るＡＰの動作
を実行するように具現されることができる。プロセッサは、図１乃至図１０の実施例で開
示したＡＰの動作を実行することができる。
【０１３７】
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　例えば、プロセッサ１１１０は、任意接続用トリガフレームを送信し、任意接続用トリ
ガフレームに基づいて設定された任意接続ＴＸＯＰ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｏｐｐ
ｏｒｔｕｎｉｔｙ）上で少なくとも一つのＳＴＡから少なくとも一つのバッファ状態リポ
ートフレームを受信するように具現されることができる。任意接続ＴＸＯＰは、複数の非
特定ＳＴＡの各々のバッファ状態リポートフレームの送信のためのチャネルアクセスの試
行のために割り当てられ、前記少なくとも一つのＳＴＡの各々は、前記複数の非特定ＳＴ
Ａのうち前記チャネルアクセスを成功したＳＴＡである。少なくとも一つのＳＴＡは、前
記任意接続ＴＸＯＰのために割り当てられた周波数リソース単位の個数に対する情報を考
慮して前記割り当てられた周波数リソース単位のバックオフ手順に基づいて決定されるこ
とができる。
【０１３８】
　ＳＴＡ１１５０は、プロセッサ１１６０、メモリ１１７０及びＲＦ部（ｒａｄｉｏ　ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｕｎｉｔ）１１８０を含む。
【０１３９】
　ＲＦ部１１８０は、プロセッサ１１６０と連結して無線信号を送信／受信することがで
きる。
【０１４０】
　プロセッサ１１６０は、本発明で提案された機能、過程及び／または方法を具現するこ
とができる。例えば、プロセッサ１１２０は、前述した本発明の実施例に係るＳＴＡの動
作を実行するように具現されることができる。プロセッサ１１６０は、図１乃至図１０の
実施例でＳＴＡの動作を実行することができる。
【０１４１】
　例えば、プロセッサ１１６０は、任意接続用トリガフレームを受信し、任意接続用トリ
ガフレームに基づいて設定された任意接続ＴＸＯＰ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｏｐｐ
ｏｒｔｕｎｉｔｙ）上で少なくとも一つのバッファ状態リポートフレームを送信すること
ができる。
【０１４２】
　プロセッサ１１１０、１１６０は、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセット、論理回路、データ
処理装置及び／またはベースバンド信号及び無線信号を相互変換する変換器を含むことが
できる。メモリ１１２０、１１７０は、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、
ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、メモリカー
ド、格納媒体及び／または他の格納装置を含むことができる。ＲＦ部１１３０、１１８０
は、無線信号を送信及び／または受信する一つ以上のアンテナを含むことができる。
【０１４３】
　実施例がソフトウェアで具現される時、前述した技法は、前述した機能を遂行するモジ
ュール（過程、機能など）で具現されることができる。モジュールは、メモリ１１２０、
１１７０に格納され、プロセッサ１１１０、１１６０により実行されることができる。メ
モリ１１２０、１１７０は、プロセッサ１１１０、１１６０の内部または外部にあり、よ
く知られた多様な手段でプロセッサ１１１０、１１６０と連結されることができる。
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